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FORMULA DRIFT 第3戦は前戦に引き続き、東海岸での開催。フロリダ州オーランドで開催されるこのラウンドは毎年、雷雨や猛暑に見舞われることで

知られているが今期は暑さはあるものの、通り雨には見舞われることなくイベントが開催された。シリーズ最初のバンクトラックとなるこのコースでは、

振り返しを行うのが1度という単調なレイアウトだからこそみられる超接近戦が続いた。

イベント入場者数: 14,000人

ライブストリーム/イベントコンテンツ観覧者:17,600,000 人超

ライブストリーム視聴時間: 27,00,000 分

イベントウィークエンドのハイライト

イベントウィーク(5月29日-6月6日)におけるFormulaDRIFT 各ソーシャルメディアハイライト 

フォロワー数: 2,600,000+

視聴数: 5,467,653

リーチ数: 5,764,324

エンゲージメント数: 3,450,976

インプレッション数: 18,097,455

フォロワー数: 1,800,000

視聴数: 6,600,000

リーチ数: 1,800,000

インタラクション数：453,000

インプレッション数: 9,100,000

サブスクライブ数: 652,000

視聴数: 2,000,000

インプレッション数: 26,700,000

視聴時間: 27,000,000分
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FormulaDRIFT USA 2024 Rd.3 TOP32 Final Bracket
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(Friday) 2024年5月31日
公式練習走行日

昨年、3位表彰台を獲得しているこのコースはシリーズのなかで、マシン・自身ともに得意としているコースであると感じていたこともあり、練習走行1周目から“様
子見”をしない、攻めたセットアップで臨んだ。コントロール性は若干下がるものの、スピードは得られ、練習走行序盤から後追い走行は好調であった。

しかし、先行走行に関する課題が拭い切れないまま、練習走行の時間が経過していった。昨年は、アウトゾーン1のバンクに進入後、すぐにマシンが壁に張り付
くようなラインをコンスタントにトレースできていたが、今期はそれができない。自身の問題か、マシンの問題か、スポッターやチームともあらゆる可能性をめぐり、
セットアップの問題か、パワーレベルの問題か、スタビライザーを試してみたりと、微調整を重ねるも克服はできず最終的に不安を抱えたまま練習走行を終えるこ
ととなった。

逆に後追い走行には手応えを感じ、昨年に後追いで抱えていた課題を克服できた感触があった。灼熱の中、マシンは常に好調でトラブル皆無。不安なく周回を
重ねることができ、後追い走行に関する不安要素はわずかなものになっていた。昨年、わずかに不足を感じていたドリフトスピードに関しても、上位マシンに引け
を取らないレベルまでもっていくことができ、追走トーナメントに関しては先行でミスをしなければ上位に食い込めるという感触をつかみ、練習日の走行を終えた。

(Saturday) 2024年6月1日
決勝トーナメント

TOP32の対戦相手はTrenton Beecham選手(BMW LS E46 / Nexen Tires)。今期から予選制度が廃止されたことにより、事前に対戦相手含むトーナメント表が発
表されている。それゆえ、練習走行から対戦する予定の相手を十分に研究することができるが、練習走行にTOP32の対戦相手のTrenton選手の姿が見えない。
マシンにトラブルを抱えているようで、走行をしていなかったようでTrenton選手がどのような走りをするかのデータが全く取れない状態のままTOP32の対戦へ進
むこととなった。

1本目は私が先行。振り出しポイントのミスだけを気を付け進入するも、わずかにポイントがずれ、アウトゾーン1の50％ほど角度、ともにアクセル開度が低くなっ
てしまう。バンク途中で立て直し、フィニッシュラインまでミスなく走り切るも、大きな減点対象となるミスを犯してしまう。後追いをするTrenton選手はラインが小さい
ものの、一定の車間距離でミスなく走り切っている様子だった。

入れ替えて、Trenton選手がミスなく選考を走り切った場合、勝ちを掴む可能性はかなり低く、私が後追いでTrenton選手以上の走り、かつ自身の先行のミスをも
覆すほどの走りをしなければならない状況となった。しかし、同時にTrenton選手が行った1，2周ほどの練習走行では、2周走り切る前にタイヤを使い切ってしまう
傾向があり、フィニッシュライン手前で彼の車速が落ちることを見込んで後追いを行うべきという指示もスポッターから飛んだ。入れ替えて後追いのポジションへ。
バンク前半で相手の懐に飛び込み、できるだけ同じラインを走り一定の距離を保ったまま、フィニッシュライン手前で車間をあけた。しかし、彼の車速は落ちること
なく、フィニッシュライン手前で車間が開いた状態で走行を終えた。結果、私たちの読みは外れ、厳しい展開となってしまう。ジャッジは3人ともTrenton選手へ軍配
を示し、非常に残念ながら得意とするトラックでTOP32敗退となった。
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FormulaDRIFT USA 2024 TEAM UP GARAGE ISR Performance GT Radial
協賛 / 協力スポンサー各社様
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